
　　　　　　　　　　　　※所属・肩書はすべて当時のもの

第1回　女性歴史文化研究所シンポジウム「女性史の新時代をめざして－女性史研究の現状と課題－」

日時・会場 1992年12月3日・京都市国際交流会館

マーティン・

コルカット

プリンストン大学東洋学部・

歴史学部教授（アメリカ）
「北条政子と宗教」

パトリシア・

ツルミ

ヴィクトリア大学歴史学部教授

（カナダ）
「産業革命のなかの工女」

脇田　晴子 大阪外国語大学教授 「中世の家と女性」

パネルディス
カッション

田端　泰子

杉村　和子

第2回　女性歴史文化研究所シンポジウム「おんな・女性－歴史と現在」

日時・会場 1993年12月4日・京都橘女子大学清心館733教室

第一部 「大学生の性別役割意識をめぐって」  

パネルディス
カッション

第二部 「絵解き－形象としての「女」たち」

細川　涼一 本学文学部歴史学科助教授
「絵画史料（絵巻物）を使った最近の中世民衆

　生活史の進展」

浅井　雅志 本学文学部英語英文学科教授 「女のイメージ」

鈴木　紀子 本学文学部国文学科教授 「絵巻に見る王朝女性」

日時・会場 1994年12月3日・京都橘女子大学清心館733教室

高桑　法子
同志社女子大学短期大学部

日本語日本文学科助教授
「三枝和子の文学を通して」

浅岡　美恵 弁護士 「民法改正と家族形態の行方」

野川　照夫

鎌田　明子

パネルディス
カッション

井上　章一（国際日本文化研究センター助教授）/田端　泰子（本学文学部歴史学科教授）/杉村　和子（本学

文学部歴史学科教授）

講演

第3回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「現代の家族と女性－近代家族制度の崩壊は、女性に何をもたらすか－」

講演

コメント
本学文学部国文学科教授

本学文学部英語英文学科教授

京都橘大学　女性歴史文化研究所　シンポジウム

講演

マーティン・コルカット（同上）/パトリシア・ツルミ（同上）/脇田　晴子（大阪外国語大学教授）

コーディネー
ター

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

本学文学部歴史学科教授

高桑　法子（同上）/浅岡　美恵（同上）/野川　照夫（同上）/鎌田　明子（同上）



日時・会場

荻野　美穂　 奈良女子大学文学部助教授
「日本における女性の＜自己決定権＞

　－その論理と課題」

柘植　あづみ
北海道医療大学

基礎教育部講師
－

鎌田　明子　 本学文学部英語英文学科教授 －

パネルディス
カッション

日時・会場

上掛　利博
京都府立大学女子短期大学部

助教授

「ノルウェーの女性と福祉

　～自由で独立した男女の「人生の質」」

津村　明子
大阪府立女性総合センター

（ドーンセンター）館長
「女性会館（センター）の100年」

鈴木　紀子 本学文学部国文学科教授 
「王朝の女性たちに学ぶものはなにか

 　自分らしい生き方を求めて」

パネルディス
カッション

日時・会場

東　靖男　　 ひがし心理クリニック所長 「心理臨床からみた子どもたちのセクシュアリティ」

黒瀬　久美子
ＪＦＰＡ

ハートブレイク思春期相談員

「情報に振り回されている大人と子

　悩まされている子どもたち」

碓井　敏正　 本学文学部歴史学科教授 
「他者意識による親子関係、日本人的人間関係の

　見直し」

パネルディス
カッション

日時・会場

舘　かおる
お茶の水女子大学

ジェンダー研究センター教授
「女性史・女性学とジェンダー」

米田　佐代子 山梨県立女子短期大学教授
「近代女性史研究の今日的課題－日本女性史の立場

　から」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

鎌田　明子

1996年12月7日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

上掛　利博（同上）/津村　明子（同上）/鈴木　紀子（同上 ）

第6回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「大人と子供ｎｏ空間－ジェネレーションギャップと若者文化」

1997年11月15日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

第4回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「“性と生殖”（リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ）を考える－北京世界女性会議からの問題提起」

1995年12月2日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

萩野　美穂（同上）/柘植　あづみ（同上）/鎌田　明子（同上 ）

第5回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「ライフスタイルの変化と女性－生き方の多様性を求めて－」

東　靖男（同上）/黒瀬　久美子（同上）/碓井　敏正（同上）

第7回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「ジェンダー研究の現在～21世紀へ向けて作られてきた女性たち、創っていく女性たち」

1998年12月5日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

舘　かおる（同上）/米田　佐代子（同上）/田端　泰子（本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長）

本学文学部英語英文学科教授



日時・会場

池田　忍 千葉大学史学科助教授 「物語絵とジェンダー構造」

鈴木　紀子 本学文学部国文学科教授
「物語における女性の視線　男主人公の容姿美の

　特色と「かたち」への執着」

細川　涼一 本学文学部文化財学科教授 「美女論序説－巴・常盤・静」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

志賀　亮一

日時・会場

羅　蘇文
上海社会科学院歴史研究所研究員/

女性歴史文化研究所研究員

「旗袍(チーパオ)・纏足・入れ墨

　ー中国人は女性の身体と装飾をどう見たか

　（1900-1930)ー」

沢山　美果子 純正短期大学教授 「おんなの身体と装飾－近代日本女性の身体観」

パネルディス
カッション

日時・会場

講演 澤地　久枝 ノンフィクション作家・評論家 「昭和の女性―得たもの 失ったもの―」

コメント 松尾　尊兊 本学文学部歴史学科教授 「澤地さんのおしごと」

パネルディス
カッション

日時・会場

講演 永井　路子 作家 「中世の女性を考える－毛利家の場合－」

コメント 田端　泰子

対談

日時・会場

井野瀬　久美恵
甲南大学文学部英語英文学科

教授
「大英帝国のレディたち」

ひろた　まさき 本学文学部歴史学科教授 「日本「帝国」の主婦たち」

パネルディス
カッション

第8回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「日本文化におけるジェンダー－図像（イメージ）と言説（ディスクール）－

　　　　･･･視る、視られる、おんな、おとこ･･･」

1999年12月4日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

池田　忍（同上）/鈴木　紀子（同上）/細川　涼一（同上）

本学文学部英語英文学科教授

第9回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　「おんなの身体と装飾－近代中国と日本  私の身体は誰のもの？」

第11回　女性歴史文化研究所シンポジウム「戦国社会と女性の役割」

2002年12月7日・京都橘女子大学清心館733教室

本学文学部歴史学科教授

永井　路子（同上）/田端　泰子（同上）

第12回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　　「異文化経験と女性―大英帝国のレディたち、『日本帝国』の主婦たち―」

2003年12月6日・京都橘女子大学清風館9501教室

2000年12月2日・京都橘女子大学清心館733教室

講演

羅　蘇文（同上）/沢山　美果子（同上）/田端　泰子（本学文学部歴史学科教授）

第10回　女性歴史文化研究所シンポジウム「昭和の女性―得たもの　失ったもの―」

2001年12月1日・京都橘女子大学清心館733教室

澤地　久枝（同上）/松尾　尊兊（同上）

講演

井野瀬　久美恵（同上）/ひろた　まさき（同上）



日時・会場

洪　良姫
韓国・漢陽大学校人文科学大学

講師
「韓国における良妻賢母の歴史的役割と現在」

ひろた　まさき
本学文学部歴史学科教授/

女性歴史文化研究所所長
「日本における良妻賢母主義」

程　郁
中国・上海師範大学人文学院

助教授
「近代中国の賢妻良母主義」

コメント 姫岡　とし子

パネルディス
カッション

日時・会場

アンドリュー・

ゴードン

ハーバード大学教授（アメリ

カ）/ ライシャワー日本研究所前所

長/本学名誉教授

「ミシンの宣伝と利用から読み取る女性像」

中谷　文美
岡山大学大学院文化科学研究科

助教授

「ミシンは女性を解放したか？

    ―インドネシア女性にとっての縫製労働の意味」

松浦　京子
本学文学部歴史学科教授/

女性歴史文化研究所所長
「19世紀イギリス衣類産業と女性ミシン掛け工」

コメント 木村　健二

パネルディス
カッション

日時・会場

小和田　哲男 静岡大学教育学部教授
「戦国から近世へ

　―時代のうねりとそこに生きた人々―」

長野　ひろ子 中央大学経済学部教授 「創られた女性像―戦国・近世・明治―」

田端　泰子
本学学長/

本学文学部歴史学科教授

「戦国女性の生き方

　―山内千代、おねを中心に―」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

細川　涼一

洪　良姫（同上）/ひろた　まさき（同上）/程　郁（同上）/姫岡　とし子（同上）

第14回　女性歴史文化研究所シンポジウム「＜国際シンポジウム＞ミシンと女性と経済」

2005年7月2日・京都橘大学清風館 9501教室

講演

下関市立大学経済学部国際商学科教授

アンドリュー・ゴードン（同上）/中谷　文美（同上）/松浦　京子（同上）

第13回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　　「＜国際シンポジウム＞アジアにおける良妻賢母主義―その歴史と現在」

2004年12月4日・キャンパスプラザ京都4階 第3講義室

講演

立命館大学国際関係学部教授

第15回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　　「織豊政権期の男女像とその規範化―山内一豊・千代を中心に」

2006年12月9日・京都橘大学清風館 9501教室

講演

小和田　哲男（同上）/長野　ひろ子（同上）/田端　泰子（同上）

本学文学部歴史学科教授



日時・会場

赤松　良子
元文部大臣、元労働省婦人少年

局長、 (財)びわ湖ホール顧問

「女性差別撤廃条約と男女雇用機会均等法を

　めぐって」

長濱　英子 京都府府民労働部女性政策課長 「京都府の女性政策について」

吉田　秀子
特定非営利活動法人 働きたいお

んなたちのネットワーク理事長

「はんなりとはいかないおんなの生き方働き方

　～ＮＰＯ活動の現状と課題～」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

上原　恵美

日時・会場

砂川　博 相愛大学人文学部教授
「中世語り物文芸と女性－女性の果たした役割

　について」

阪口　弘之
神戸女子大学文学部教授/

古典芸能センター所長
「高野聖と伝承－横笛の周辺－」

細川　涼一
本学文学部歴史学科教授/

女性歴史文化研究所所長

「常磐・静・河越重頼の娘

　－『吾妻鏡』の語りと義経の周辺の女性」

コメント 林　久美子

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

林　久美子

日時・会場

沢山　美果子
岡山大学大学院社会文化科学

研究科客員研究員
「江戸時代における子どもの行方」

増渕　徹 本学文学部歴史学科教授 「平安京と子ども」

コメント 細川　涼一

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

細川　涼一

2007年7月21日・京都橘大学清風館 9501教室

講演

赤松　良子（同上）/長濱　英子（同上）/吉田　秀子（同上）/松浦　京子（本学文学部歴史学科教授/女性歴

史文化研究所所長）

本学文化政策学部教授/滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール館長

第17回　女性歴史文化研究所シンポジウム「語り物文芸と女性―日本中世～近世にかけて―」

2008年7月2日・キャンパスプラザ京都4階　第2講義室

第16回　女性歴史文化研究所シンポジウム「男女共同参画社会をめざして―その歩みと課題―」

講演

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

沢山　美果子（同上）/増渕　徹（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

講演

本学文学部日本語日本文学科教授

砂川　博（同上）/阪口　弘之（同上）/細川　涼一（同上）

本学文学部日本語日本文学科教授

第18回　女性歴史文化研究所シンポジウム「歴史のなかの子どもの行方」

2009年7月4日・キャンパスプラザ京都4階　第2講義室



日時・会場

辻　ミチ子 元・宇治市歴史資料館館長
「幕末維新の朝・幕の女性―和宮と九条夙子を

　めぐって－」

高久　嶺之介 本学文学部歴史学科教授
「明治の京都を訪れた外国人皇族たち－イギリス・

　ロシア･オーストリアの皇族たち－」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

細川　涼一

日時・会場

保立　道久 東京大学史料編纂所教授 「鉢かづきの民話から長谷寺の夢」

田端　泰子 本学名誉教授 「中世女性の坐態からみた衣と住」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

細川　涼一

日時・会場

横田　冬彦 京都大学大学院文学研究科教授 「日本近代遊郭における娼妓と遊客」

南　直人 本学文学部歴史学科教授
「母乳が政治性を帯びるとき―20世紀初頭ドイツに

　おける乳児の生と死をめぐって―」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

高久　嶺之介

日時・会場

鈴木　則子
奈良女子大学研究院

生活環境学部教授
「江戸時代の結核と女性」

有坂　道子 本学文学部歴史遺産学科准教授 「幕末京都の医家と医療」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

高久　嶺之介

日時・会場

松浦　京子 本学文学部歴史学科教授
「福祉国家以前のイギリスにおいて貧民はいかに

　看護されたか」

高久　嶺之介 本学文学部歴史学科教授 「明治の村は病気にどう対応したのか」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

南　直人

第19回　女性歴史文化研究所シンポジウム「幕末・明治の京都と女性」

2010年7月10日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

保立　道久（同上）/田端　泰子（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

第21回　女性歴史文化研究所シンポジウム「近代女性の社会史―日本とドイツ―」

2012年7月28日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

講演

横田　冬彦（同上）/南　直人（同上）

講演

辻　ミチ子（同上）/高久　嶺之介（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

第20回　女性歴史文化研究所シンポジウム「日本中世における女性の生活と表象」

2011年6月25日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

講演

第23回　女性歴史文化研究所シンポジウム「近代社会の病気と女性」

2014年6月21日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

講演

松浦　京子（同上）/高久　嶺之介（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

第22回　女性歴史文化研究所シンポジウム「江戸時代の病気と女性」

2013年6月15日・キャンパスプラザ京都4階　第2講義室

講演

鈴木　則子（同上）/有坂　道子（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長



日時・会場

講演 佐伯　順子
同志社大学大学院社会学研究科

教授
「明治・大正期のメディアと働く女性」

コメント 松浦　京子 本学文学部歴史学科教授
「ヴィクトリア・エドワード朝　イギリスの女性

　労働」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

南　直人

日時・会場

北山　晴一 立教大学名誉教授 「消費社会の発展と近代的身体の発見」

南　直人
本学文学部歴史学科教授/

女性歴史文化研究所所長

「19／20世紀転換期ドイツにおける食改革運動と

　身体イメージ」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

松浦　京子

日時・会場

原田　信男
国士舘大学

21世紀アジア学部教授
「共食という文化」

阿良田　麻里子 立命館大学客員教授 「『共食という文化』へのコメント」

コメント 南　直人
本学文学部歴史学科教授/

女性歴史文化研究所所長
「『食とジェンダー』の視点から」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

南　直人

日時・会場

榎村　寛之
斎宮歴史博物館

副参事兼学芸普及課長
「発信する皇女たち～斎王を中心に～」

野田　泰三 本学文学部歴史学科教授 「宣陽門院覲子内親王の夢」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

増渕　徹

第24回　女性歴史文化研究所シンポジウム「近代と働く女性たち」

北山　晴一（同上）/南　直人（同上）

本学文学部歴史学科教授

第26回　女性歴史文化研究所シンポジウム「京都橘大学開学50周年記念企画公開講座／

　　　　  女性歴史文化研究所開設25周年記念シンポジウム　食の歴史とジェンダー―日本とアジア」

2017年6月24日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

講演

原田　信男（同上）/阿良田　麻里子（同上）

2015年7月11日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

佐伯　順子（同上）/松浦　京子（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

第25回　女性歴史文化研究所シンポジウム

　　　　「近代ヨーロッパ社会における身体表現と身体ケア―食とファッションを中心に―」

2016年7月9日・キャンパスプラザ京都5階　第1講義室

講演

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長

第27回　女性歴史文化研究所シンポジウム「発信する皇女たち―斎王を中心に―」

2018年11月25日・キャンパスプラザ京都4階　第2講義室

講演

榎村　寛之（同上）/野田　泰三（同上）

本学文学部歴史学科教授/女性歴史文化研究所所長



日時・会場

松田　祐子
大学非常勤講師

（梅花女子大学・佛教大学）

「近代ヨーロッパにおける女性の社会進出

   －フランスの事例 教職を中心に－」

松浦　京子 本学文学部歴史学科教授

「アマチュア・ヴォランティアからプロフェッションへ－

前世紀転換期イギリスの女性福祉活動から社会進出を考え

る」

パネルディス
カッション

コーディネー
ター

渡邊　和行

第28回　女性歴史文化研究所シンポジウム

    　　　「近代ヨーロッパにおける女性の社会進出－イギリスとフランスの事例から－」

2019年7月6日・キャンパスプラザ京都4階　第2講義室

講演

松田　祐子（同上）/松浦　京子（同上）

本学文学部歴史学科教授


